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改革開放政策導入までの北京市における墓地の立地動向

Locational trend of the cemetery in Beijing City until the reform and

open policy introduction
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　葬送のあり方は，宗教や文化，制度などを背景として，国や地域によって異なる。特に多くの人口を抱える

都市地域では，衛生上の課題に加えて，限られた土地資源の利用のあり方という視点から，葬送の問題が捉え

られてきた。その結果，埋葬という形で一定の土地面積を使用する葬送のあり方は，当該地域の宗教や文化的

な基盤の上にたった社会的な制度や習慣に従って，周辺農村地域を含んだ土地利用の地域構造を形作ってき

た。 

 

　経済成長と人口増加が続く中国の都市地域では，1978年の改革開放政策導入以降，社会主義の原則を維持

しつつも，市場経済の原則を取り込むことで，諸土地利用間の競合が生じている。改革開放政策導入以後の北

京市では，経済成長と人口増加に伴って，郊外地域の風水上の適地などに大規模な墓地の開発が行われている

（土居・柴，2017）。 

 

　本報告は，このような現代の中国の都市地域の葬送のあり方が定着する前の時期，つまり封建的制度が残存

する20世紀前半から，新中国の成立によって社会主義的な政策が実施された1970年頃までの時期の北京市に

おける葬送の変化を考察する。そのために本報告では，外邦図や文献資料，現地での聞き取り調査などをもと

にして，北京市における葬送に関わる政策の変化や，墓地や葬送関連施設の立地とその変化，またそのような

変化の中で葬送に関わった主体の動きなどを考察する。
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